
▼
日
本
友
愛
青
年
協
会
が
、
大
き

く
衣
替
え
を
す
る
と
い
う
。
五
十

年
ぶ
り
と
い
わ
れ
る
「
公
益
法
人

制
度
改
革
」
を
受
け
て
の
こ
と
だ

が
、
全
国
の
数
万
あ
る
諸
団
体
も
、

同
様
に
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

る
。
▼
当
財
団
で
も
一
昨
年
の
交

付
・
施
行
以
来
、
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
翌
年
に
は
定
款
等
作

成
委
員
会
と
し
、
対
応
に
あ
た
っ

て
き
た
。
理
事
会
・
評
議
員
会
で

検
討
し
、
数
度
の
臨
時
の
理
事

会
・
評
議
員
会
を
経
て
今
般
「
一

般
財
団
法
人
日
本
友
愛
協
会
」
と

し
て
申
請
の
運
び
と
な
っ
た
よ
う

だ
。
▼
「
青
年
」
が
名
称
の
中
か

ら
消
え
る
の
は
、
正
直
さ
み
し
い

思
い
が
残
る
。
財
団
創
設
以
来
六

十
年
、
青
少
年
の
育
成
を
目
的
に
、

活
動
を
続
け
て
き
た
の
だ
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
の
「
世
界

青
少
年
村
」、
奥
田
君
が
頑
張
っ

て
成
し
遂
げ
た
事
業
だ
。
全
国
の

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
先
駆
け
と
し

て
開
設
し
た
「
軽
井
沢
友
愛
山

荘
」、
そ
の
後
全
国
各
地
に
友
愛

山
荘
が
開
設
さ
れ
、
青
少
年
の
育

成
、
交
流
の
場
と
し
て
活
躍
し
て

き
た
。
そ
の
友
愛
山
荘
も
、
現
在

は
原
点
で
あ
る
軽
井
沢
の
み
に
な

っ
た
。
▼
世
界
は
年
々
開
か
れ
て

ゆ
き
、
こ
と
さ
ら
に
場
を
設
え
な

く
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
代

表
す
る
よ
う
に
、
青
年
た
ち
の
情

報
交
換
は
容
易
に
な
っ
た
。
そ
う

考
え
る
と
、
名
称
に
青
年
を
含
ま

ず
、
広
く
一
般
に
、
世
界
の
人
々

に
友
愛
が
届
く
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
、
鳩
山
一
郎
先
生

の
目
指
し
た
姿
の
進
化
で
あ
る
の

か
も
知
れ
な
い
。
▼
活
動
の
根
底

に
流
れ
て
い
る
の
は
、
人
間
愛
だ
。

軽
井
沢
の
庭
で
、
若
い
私
に
「
君
、

寒
く
は
な
い
か
い
？
」
と
カ
ー
デ

ィ
ガ
ン
を
着
せ
か
け
て
く
だ
さ
っ

た
一
郎
先
生
の
優
し
さ
こ
そ
が
、

友
愛
の
変
わ
ら
ぬ
原
点
で
あ
る
の

だ
か
ら
。

（
エ
フ
）
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題字：鳩山威一郎

開
催
日
時
・
開
催
場
所

平
成
二
十
二
年
九
月
十
七
日

(

金
曜
日)

午
前
十
一
時
〇
〇

分
／

(

財)

日
本
友
愛
青
年
協
会

事
務
所
（
三
階
友
愛
サ
ロ
ン
）

添
付
資
料
　

一
、（
財
）
日
本
友
愛
青
年

協
会
平
成
二
十
二
年
度
補
正
予

算
案
　
二
、
公
益
目
的
支
出
計

画
の
た
め
の
予
算
内
訳
　
三
、

一
般
財
団
法
人
　
日
本
友
愛
協

会
　
定
款
の
変
更
の
案
　
四
、

一
般
財
団
法
人
　
日
本
友
愛
協

会
　
諸
規
程
案
集

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
挨
拶
　

挨
拶
の
中
で
、
鳩
山
由
紀
夫

理
事
長
は
公
務
の
為
休
職
中
で

あ
っ
た
が
今
理
事
会
を
以
て
理

事
長
職
に
復
職
す
る
こ
と
を
宣

言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
理

事
会
は
復
職
を
全
会
一
致
で
承

認
し
た
。

議
長
の
選
任

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
が
議
長

に
就
任
し
た
（
寄
付
行
為
第
三

三
条
二
項
）。

第
二
号
議
案
以
降
の
議
事

は
、
議
長
が
公
務
の
為
退
席
し
、

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
の
指
名
を

受
け
た
井
上
和
子
副
理
事
長
が

議
長
に
就
任
し
た
。

定
足
数
の
確
認

議
長
は
寄
附
行
為
第
三
四
条

の
規
定
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

か
ら
本
理
事
会
が
成
立
す
る
こ

と
を
宣
言
し
た
。

出
席
理
事
・
出
席
監
事

理
事
／
鳩
山
由
紀
夫
　
井
上

和
子
　
川
手
正
一
郎
　
鶴
巻
克

雄
　
奥
田
吉
郎
　
長
田
正
太
郎

武
田
紀
念
男
　
中
川
治
男
　
早

川
廣
中
　
小
川
巧
次

監
事
／
奥
住
　
壽

議
事
録
署
名
人
指
名

議
事
録
署
名
人
は
議
長
一
任

と
な
り
、
議
長
は
長
田
正
太
郎

理
事
及
び
武
田
紀
念
男
理
事
を

議
事
録
署
名
人
に
指
名
し
た
。

【
報
告
事
項
】

川
手
正
一
郎
事
務
局
長

平
成
二
十
二
年
度
補
正
予
算

の
必
要
が
生
じ
た
こ
と
つ
い

て
、
第
一
号
議
案
協
議
の
際
に

報
告
す
る
旨
述
べ
た
。

鶴
巻
克
雄
定
款
等
作
成
委
員

会
委
員
長

新
法
人
移
行
申
請
に
関
し

て
、
申
請
書
類
作
成
作
業
の
進

捗
状
況
お
よ
び
、
平
成
二
十
二

年
末
ま
で
に
移
行
申
請
が
完
了

す
る
見
通
し
を
報
告
し
た
。

【
協
議
事
項
】

第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
二
年

度
補
正
予
算
案
承
認
の
件

川
手
正
一
郎
事
務
局
長
は
、

以
下
の
と
お
り
平
成
二
十
二
年

度
補
正
予
算
の
必
要
性
を
説
明

し
た
。

第
八
〇
回
理
事
会
で
承
認
決

議
さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
度
予

算
を
公
益
目
的
支
出
計
画
作
成

の
為
に
事
業
毎
に
按
分
し
た
と

こ
ろ
、
リ
ー
ト
（
コ
ン
ク
ー
ル
）

事
業
に
お
い
て
実
施
直
接
経
費

よ
り
も
按
分
経
費
が
上
回
る
と

い
う
不
都
合
が
生
じ
た
。
そ
こ

で
、
当
該
不
都
合
の
補
正
及
び
、

そ
の
他
の
事
業
規
模
の
見
直
し

の
為
に
補
正
予
算
を
組
む
必
要

性
が
生
じ
た
。

議
長
は
、
平
成
二
十
二
年
度

補
正
予
算
案
に
つ
い
て
今
理
事

会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
第

七
四
回
評
議
員
会
（
平
成
二
十

二
年
九
月
十
七
日
開
催
）
に
お

い
て
当
該
予
算
案
が
全
会
一
致

で
承
認
決
議
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
し
た
後
、
当
該
補
正
予
算
案

の
承
認
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案
　
移
行
認
可
の
た

め
の
定
款
の
変
更
案
最
終
承
認

の
件鶴

巻
克
雄
作
成
委
員
会
委
員

長
よ
り
、
第
八
一
回
理
事
会
で

決
議
さ
れ
た
一
般
財
団
法
人
日

本
友
愛
協
会
定
款
の
変
更
の
案

の
修
正
箇
所
が
説
明
さ
れ
た

後
、
当
該
定
款
の
変
更
案
の
承

認
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

全
会
一
致
に
て
承
認
決
議
さ
れ

た
。
併
せ
て
、
当
該
定
款
の
変

更
の
案
を
最
終
案
と
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
語
句
等
の
修
正

権
を
理
事
長
に
授
権
す
る
こ
と

を
決
議
し
た
。

第
三
号
議
案
　
移
行
認
可
後
に

お
け
る
諸
規
程
案
承
認
の
件

鶴
巻
克
雄
作
成
委
員
会
委
員

長
よ
り
、
諸
規
程
案
集
に
掲
げ

ら
れ
た
諸
規
程
の
要
点
に
つ
い

て
説
明
が
さ
れ
た
。
議
長
は
当

該
諸
規
程
案
に
つ
い
て
一
括
審

議
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
当
該
諸
規
程
案
の

採
否
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
全
会
一
致
に
て
全
て
の
諸

規
程
案
が
承
認
決
議
さ
れ
た
。

併
せ
て
、
当
該
諸
規
程
案
を
最

終
案
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
語
句
等
の
修
正
権
を
理
事

長
に
授
権
す
る
こ
と
を
決
議
し

た
。
さ
ら
に
、
当
該
諸
規
程
の

施
行
日
を
定
款
の
変
更
案
の
施

行
日
と
同
日
に
す
る
こ
と
が
決

議
さ
れ
た
。

（
一
）
経
理
規
程
（
二
）
会

員
に
関
す
る
規
程
（
三
）
評
議

員
選
考
委
員
会
運
営
規
程
（
四
）

役
員
及
び
評
議
員
の
報
酬
並
び

に
費
用
に
関
す
る
規
程
（
五
）

評
議
員
会
運
営
規
程
（
六
）
理

事
の
職
務
権
限
規
程
（
七
）
理

事
会
運
営
規
程
（
八
）
情
報
公

開
規
程

第
四
号
議
案
　
公
益
目
的
事
業

の
選
別
案
承
認
の
件

鶴
巻
克
雄
作
成
委
員
会
委
員

長
よ
り
、
公
益
目
的
支
出
計
画

作
成
の
た
め
の
公
益
目
的
事
業

の
選
別
案
つ
い
て
説
明
が
さ
れ

た
。
議
長
は
こ
れ
に
つ
い
て
諮

っ
た
と
こ
ろ
、
全
会
一
致
に
て

承
認
決
議
さ
れ
た
。

採
択
さ
れ
た
公
益
目
的
事
業

①
山
荘
事
業
（
友
愛
山
荘
の

運
営
）

②
国
際
交
流
事
業
（
派
遣
事

業
・
招
聘
事
業
）

③
情
報
発
信
等
の
事
業
（
機

関
誌
『
友
愛
』
の
発
行
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発

信
）

平
成
二
十
二
年
九
月
十
七
日
（
金
）、
午
前
十
時
よ
り
、
文
京
区
小
石
川
の
友
愛
事
務
所
三
階
（
友
愛
サ
ロ
ン
）
に
お
い
て
、
第
八
十
二
回

理
事
会
・
第
七
十
四
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
理
事
会
・
評
議
員
会
は
、
臨
時
開
催
に
あ
た
り
二
十
二
年
度
の
補
正
予
算
、
新
財
団
の
要
と
な
る
「
新
定
款
」
及
び
新
定
款
に
関
わ

る
諸
規
程
な
ど
が
議
題
と
な
る
、
移
行
申
請
前
の
重
要
な
理
事
会
・
評
議
員
会
で
あ
る
。
第
一
号
議
案
平
成
二
十
二
年
度
補
正
予
算
、
第
二
号

議
案
新
定
款
案
、
第
三
号
議
案
諸
規
程
案
、
第
四
号
議
案
公
益
目
的
事
業
の
選
別
案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
休
職
中
で
あ
っ
た
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
が
出
席
し
、
理
事
長
に
復
職
す
る
旨
を
告
げ
、
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
こ
に
議
事

録
を
掲
載
し
、
報
告
記
事
と
す
る
。（
文
中
敬
称
略
）

理
事
会
に
て
「
こ
れ
か
ら
も
財
団
の
発

展
に
尽
く
し
た
い
」
と
復
職
の
挨
拶
を

す
る
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
（
写
真
左
）

理
事
会
の
席
上
、
出
席
し
た

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
は
、「
総

理
大
臣
就
任
以
来
、
現
在
ま
で

休
職
を
し
て
い
ま
し
た
。
井
上

和
子
副
理
事
長
に
理
事
長
代
行

を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
私
が

再
度
移
行
ま
で
の
期
間
理
事
長

を
務
め
ま
す
」
と
復
職
の
旨
を

明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
理
事
会
は
拍

手
で
応
え
、
そ
の
復
職
を
歓
迎

し
た
。

挨
拶
の
中
で
鳩
山
由
紀
夫
理

事
長
は
、
自
身
の
衆
議
院
議
員

と
し
て
の
活
動
に
、
友
愛
関
係

者
か
ら
多
く
の
ご
声
援
を
い
た

だ
い
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

併
せ
て
こ
こ
に
ご
列
席
の
皆
様

に
は
、
永
年
に
亘
り
日
本
友
愛

青
年
協
会
の
運
営
に
多
大
な
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
法
人
制
度
改
革
を
受
け
、

当
財
団
も
大
き
く
様
変
わ
り
を

す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
以

前
に
も
増
し
て
ご
協
力
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
と
思
い
を
述
べ
た
。
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秋
晴
れ
の
穏
や
か
な
陽
気
の

十
一
月
九
日
、
参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
港
区
南
麻
布
に
あ
る
駐
日

中
国
大
使
館
に
向
か
っ
た
。

大
使
館
で
は
、
程
永
華
大
使

が
笑
顔
で
出
迎
と
い
う
熱
烈
歓

迎
振
り
で
あ
る
。
こ
の
会
の
企

画
、
実
行
に
尽
力
さ
れ
た
湯
本

淵
公
使
参
事
官
も
、
玄
関
で
皆

を
出
迎
え
、
満
面
の
笑
顔
だ
。

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
が
到
着

す
る
と
、
程
永
華
大
使
は
小
走

り
で
駆
け
寄
り
、
固
い
握
手
を

交
わ
す
。
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

も
、
顔
見
知
り
の
大
使
に
親
し

げ
に
話
し
か
け
、
日
中
友
愛
交

流
会
は
、
文
字
通
り
友
愛
友
好

の
雰
囲
気
に
溢
れ
て
い
る
。

日
差
し
の
あ
る
内
に
と
、
参

加
者
一
堂
で
記
念
写
真
に
納
ま

っ
た
後
、
意
見
交
換
の
会
場
へ

移
動
、
中
国
側
参
加
者
も
一
堂

一
つ
一
つ
の
質
問
に
答
え
た
。

合
同
意
見
交
換
会
を
終
え
、

各
部
署
か
ら
参
加
し
た
若
い
大

使
館
員
、
鳩
山
友
愛
塾
修
了
生

が
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
議
題
を
定
め
な
い
率
直
な

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

熱
心
な
議
論
が
終
了
し
た

後
、
大
使
館
側
が
用
意
し
た
懇

親
食
事
会
と
な
っ
た
。

井
上
和
子
副
理
事
長
が
、
乾

杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。
挨
拶
で
、

最
近
活
躍
の
中
国
映
画
に
触

れ
、
益
々
の
台
頭
が
期
待
さ
れ

る
と
結
ん
だ
。

友
愛
を
代
表
し
て
、
川
手
正

一
郎
常
務
理
事
が
謝
辞
を
次
の

よ
う
に
延
べ
た
。

「
私
は
毎
年
植
林
活
動
で
中

国
を
訪
れ
ま
す
。
子
供
達
は
活

き
活
き
と
し
た
目
を
し
て
い
ま

す
。
緑
が
育
ち
、
若
人
が
元
気

な
国
は
、
必
ず
発
展
し
ま
す
。

今
後
も
中
国
の
発
展
に
期
待
し

て
い
ま
す
」。

和
や
か
な
歓
談
の
時
が
進

み
、
中
国
政
治
部
の
王
さ
ん
か

ら
「
中
日
関
係
が
良
好
な
時
は
、

両
国
の
共
通
点
が
話
題
に
な
り

ま
す
。
両
国
の
関
係
が
悪
く
な

る
と
、
両
国
の
違
い
が
話
題
に

な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
事
実
で
、

私
は
益
々
両
国
の
友
好
の
た
め

に
仕
事
を
し
た
い
で
す
」
と
グ

ル
ー
プ
討
議
の
感
想
が
述
べ
ら

れ
、
会
を
終
了
し
た
。

十
一
月
九
日
（
火
）
午
後
四
時
か
ら
、
東
京
・
港
区
に
あ
る
中
華
人
民
共
和
国
駐
日
本
国
大
使
館
に
お
い
て
「
第
二
回
日
中
友
愛
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
日
中
友
愛
交
流
会
に
は
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
、
鳩
山
邦
夫
副
理
事
長
、
井
上
和
子
副
理
事
長
を
始
め
財
団
関
係
者
が
出
席
、

程
永
華
大
使
を
交
え
て
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
和
や
か
な
中
に
も
鋭
い
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
昨
年
十
一
月
鳩
山
会
館
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
を
期
に
、
今
後
も
継
続
的
に
開
催
し
て
ゆ
き
た
い
と
の
当
財
団
、
駐
日
中

国
大
使
館
の
意
向
を
実
現
し
た
も
の
で
、
今
回
は
返
礼
の
意
を
こ
め
て
中
国
大
使
館
訪
問
と
な
っ
た
。

次
代
を
担
う
世
代
の
交
流
、
意
見
交
換
が
今
後
の
両
国
の
理
解
と
発
展
に
つ
な
が
り
、
世
界
の
平
和
に
繋
が
る
と
の
思
い
か
ら
、
今
回
も
財

団
側
か
ら
は
十
二
名
の
鳩
山
友
愛
塾
修
了
生
が
参
加
、
中
国
側
か
ら
は
、
各
部
署
よ
り
二
十
名
の
若
手
館
員
が
参
加
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
活
発
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
冒
頭
の
全
体
意
見
交
換
会
で
は
、
程
永
華
大
使
自
ら
参
加
者
の
質
問
に
答
え
、
日
中
友
愛
交

流
の
先
導
役
と
し
て
、
素
晴
ら
し
い
活
動
家
振
り
を
発
揮
し
た
。

に
と
話
を
し
ま
し
た
。
二
人
の

思
い
は
一
つ
で
、
両
国
の
向
か

う
方
向
は
同
じ
友
好
関
係
を
求

め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
こ
と
の
実
現
の
た
め
に

も
、
今
日
の
よ
う
な
交
流
会
が

開
か
れ
る
こ
と
に
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
」
と
延
べ
た
。

次
ぎ
に
鳩
山
邦
夫
副
理
事
長

が
挨
拶
に
立
ち
、「
こ
う
し
た

会
が
若
い
人
を
中
心
に
開
か
れ

る
こ
と
は
大
変
意
義
の
あ
る
こ

と
で
す
。
私
も
日
中
両
国
が
、

固
い
絆
で
結
ば
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
、
信
じ
て
い
ま
す
」

と
延
べ
た
。

そ
の
後
日
本
側
参
加
者
か

ら
、
中
国
の
国
内
事
情
に
つ
い

て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
に
つ

い
て
、
戦
略
的
互
恵
関
係
な
ど
、

突
っ
込
ん
だ
質
問
が
発
せ
ら

れ
、
程
永
華
大
使
が
、
丁
寧
に

程
永
華
大
使
を
囲
ん
で
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
。
中
華
人
民
共
和
国
駐
日
本
国
大

使
館
玄
関
に
て
。
穏
や
か
な
秋
の
日
差
し
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
中
、
全
員
が
笑
顔
で
写
真

に
納
ま
っ
た

出
迎
え
た
程
永
華
大
使
（
写
真
右
）
が

歩
み
寄
り
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
（
写
真

左
）
と
固
い
握
手

鳩山邦夫副理事長

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
、
程
永
華
大
使
、

鳩
山
邦
夫
副
理
事
長
、
井
上
和
子
副
理

事
長
（
写
真
左
よ
り
）
友
愛
の
牽
引
役

が
揃
い
踏
み
。
一
つ
の
歴
史
が
誕
生
し

た
瞬
間
で
あ
る

鳩山由紀夫理事長 程永華駐日大使

湯本淵公使参事官 井上和子副理事長 川手正一郎常務理事

笑顔は優しく、議論は鋭く、楽しく意見交換。一期生グループ 話題は多岐にわたり、若者ならではの話が弾む。二期生グループ

参加者全員での合同ディスカッション。程永華大使が丁寧に応えた

に
会
し
、
会
場
は
力
強
い
熱
気

に
包
ま
れ
た
。

湯
本
淵
公
使
参
事
官
の
進
行

で
会
が
始
ま
り
、
程
永
華
大
使

が
挨
拶
に
立
ち
、
流
暢
な
日
本

語
で
、
歓
迎
の
意
と
会
の
意
義

を
左
記
の
よ
う
に
述
べ
た
。

中
国
と
日
本
は
特
別
な
関
係

に
あ
る
二
つ
の
国
で
す
。
言
語

の
異
な
る
国
同
士
で
は
、
な
か

な
か
意
志
の
疎
通
は
難
し
い
事

で
す
が
、
両
国
共
通
の
漢
字
を

媒
体
に
、
充
分
な
意
志
疎
通
が

で
き
る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
活

か
し
て
、
益
々
の
中
日
友
好
を

進
め
た
い
。
今
日
は
若
い
方
か

ら
、
様
々
な
質
問
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
私
の
意
見
を
お

伝
え
し
た
い
。

続
い
て
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

が
挨
拶
し
、「
私
は
温
家
宝
総

理
と
、
東
シ
ナ
海
を
友
愛
の
海
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文
化
の
架
橋
と
な
れ

日
本
友
愛
青
年
協
会

常
務
理
事
　
鶴
巻
克
雄

こ
の
十
年
く
ら
い
の
間
、
趣

味
と
し
て
い
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

（
山
間
部
の
徒
歩
旅
行
）
に
ネ

パ
ー
ル
へ
出
か
け
る
た
び
に
ガ

イ
ド
と
し
て
ロ
ク
・
シ
ル
ワ
ル

さ
ん
（
四
七
歳
）
を
指
名
し
て

旅
を
楽
し
ん
で
き
た
。
ロ
ク
さ

ん
は
日
本
語
が
日
本
人
以
上
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
古
典
文
学
、

日
本
社
会
な
ど
に
つ
い
て
の
造

詣
が
深
い
う
え
に
歌
謡
曲
も
日

本
人
裸
足
と
い
っ
た
具
合
で
、

日
本
の
こ
と
で
日
本
人
仲
間
が

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
生
じ
る

と
、
ロ
ク
さ
ん
に
聞
け
と
言
わ

れ
る
く
ら
い
の
異
能
の
人
と
も

言
え
る
日
本
通
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
の
四
月
、
ネ
パ

井
上
詩
紀
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

平
成
十
九
年
度
愛
媛
県
高
等

学
校
独
唱
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀

賞
。
第
六
一
回
瀧
廉
太
郎
記
念

全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク

ー
ル
優
良
賞
。
同
時
に
竹
田
市

長
賞
・
竹
田
市
文
化
連
盟
会
長

賞
。
第
四
回
横
浜
国
際
コ
ン
ク

ー
ル
声
楽
部
門
大
学
の
部
優
秀

賞
。
こ
れ
ま
で
に
佐
々
木
典
子
、

谷
村
由
美
子
、
菅
英
三
子
の
各

氏
に
師
事
。

相
島
百
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

埼
玉
県
立
松
伏
高
等
学
校
音

楽
科
卒
業
。
現
在
、
東
京
音
楽

大
学
声
楽
演
奏
家
コ
ー
ス
四
年

在
学
中
。
こ
れ
ま
で
に
声
楽
を

高
橋
啓
三
、
小
林
彰
英
、
今
村

明
美
、
コ
レ
ペ
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ル

を
森
島
英
子
、
阿
南
玲
子
の
各

氏
に
師
事
。

奧
田
昌
世
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

岡
山
県
倉
敷
市
出
身
。
第
五

四
回
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
高
校
の
部
大
阪
大
会
第
一

位
。
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部

声
楽
科
卒
業
、
同
大
学
院
修
士

課
程
修
了
。
在
学
中
に
同
声
会

賞
受
賞
。
第
二
九
回
《
台
東
第

九
》
公
演
の
ソ
リ
ス
ト
を
務
め

る
。
こ
れ
ま
で
に
、
矢
部
禮
子
、

嶺
貞
子
、
佐
々
木
典
子
の
各
氏

に
師
事
。

榎
本
真
美
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
声

楽
科
卒
業
。
同
大
学
院
音
楽
研

究
科
独
唱
専
攻
修
了
。
二
期
会

オ
ペ
ラ
研
修
所
マ
ス
タ
ー
ク
ラ

ス
修
了
。
優
秀
賞
及
び
奨
励
賞

受
賞
。
奏
楽
堂
日
本
歌
曲
コ
ン

ク
ー
ル
入
選
。
平
成
十
九
年
度

文
化
庁
派
遣
芸
術
家
在
外
研
修

員
。
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学

オ
ペ
ラ
科
、
リ
ー
ト
・
オ
ラ
ト

リ
オ
科
に
て
研
鑽
を
積
む
。

谷
垣
千
沙
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

東
京
芸
術
大
学
声
楽
科
卒

業
。
現
在
、
同
大
学
院
に
在
学

中
。
学
部
在
学
中
に
安
宅
賞
、

卒
業
時
に
同
声
会
賞
、
ア
カ
ン

サ
ス
賞
、
松
田
ト
シ
賞
、
大
賀

賞
を
受
賞
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

「
レ
ク
イ
エ
ム
」、
ハ
イ
ド
ン

『
天
地
創
造
』、
第
五
九
回
藝
大

「
メ
サ
イ
ア
」
な
ど
の
ソ
リ
ス

ト
を
務
め
る
。
こ
れ
ま
で
に
門

田
泰
子
、
寺
谷
千
枝
子
の
各
氏

に
師
事
。

觀
堂
恵
理
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

国
立
音
楽
大
学
院
オ
ペ
ラ
公

演
で
、
歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結

婚
」
伯
爵
夫
人
役
で
出
演
。
第

八
六
回
二
期
会
オ
ペ
ラ
研
修
所

コ
ン
サ
ー
ト
、
二
期
会
新
進
声

楽
家
の
夕
べ
に
出
演
。
第
二
八

回
ぐ
ん
ま
新
人
演
奏
会
出
演
。

第
二
八
回
ソ
レ
イ
ユ
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
第
三
位
・
審
査
員
奨
励

賞
受
賞
。
二
期
会
オ
ペ
ラ
研
修

所
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
第
五
三
期

修
了
、
終
了
時
に
優
秀
賞
受
賞
。

二
期
会
会
員
。
群
馬
音
楽
協
会

会
員
。

川
辺
茜
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

国
立
音
楽
大
学
大
学
院
修
士

ー
ル
の
国
花
で
あ
る
石
楠
花
を

見
な
が
ら
、
か
つ
て
は
エ
ベ
レ

ス
ト
よ
り
高
い
山
と
思
わ
れ
て

い
た
ガ
ウ
リ
シ
ャ
ン
カ
ー
ル
山

を
眺
め
る
五
日
間
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
を
終
え
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で

の
食
事
会
に
ロ
ク
さ
ん
夫
婦
を

招
い
た
と
こ
ろ
、
日
本
に
強
い

関
心
を
持
っ
て
い
る
長
男
の
へ

マ
ン
タ
君
を
同
行
し
て
き
た
。

へ
マ
ン
タ
君
は
父
親
の
仲
間

同
士
の
話
に
に
こ
に
こ
し
な
が

ら
聞
き
役
に
回
り
、
誰
か
に
話

し
か
け
ら
れ
る
と
小
さ
な
声
で

言
葉
少
な
に
答
え
て
い
た
。
彼

は
日
本
語
、
日
本
文
化
を
学
ん

で
き
た
が
日
本
に
行
っ
た
こ
と

が
な
い
、
も
っ
と
日
本
文
化
、

日
本
社
会
を
知
り
た
い
と
い
う

希
望
を
持
っ
て
い
た
。

初
来
日
す
る
彼
を
迎
え
て
、

ど
の
よ
う
な
経
験
を
積
ま
せ
た

ら
よ
り
良
く
、
日
本
を
理
解
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
る
か
。
名
所
、

旧
跡
を
見
せ
る
だ
け
で
は
一
般

の
観
光
客
と
同
じ
に
な
っ
て
し

ま
う
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
だ
け
で

は
日
本
人
と
の
交
流
が
限
定
的

に
な
っ
て
し
ま
う
、
幅
広
い

に
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
鶴
巻
先
生
と
ネ
パ
ー
ル
で

知
り
あ
っ
て
、
友
愛
を
紹
介
し

て
い
た
だ
い
て
、
友
愛
の
精
神

と
日
本
文
化
を
学
ぶ
機
会
が
で

き
て
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
私
は
、
友
愛
山
荘

で
体
験
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

少
し
お
話
し
た
い
と
思
っ
て
お

私
は
ヘ
マ
ン
タ
・
シ
ル
ワ
ル

と
申
し
ま
す
。
今
年
ネ
パ
ー
ル

の
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
憧
れ
の

国
、
日
本
に
来
て
三
カ
月
ぐ
ら

い
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を
集

め
ま
し
た
。

前
か
ら
日
本
語
と
日
本
文
化

に
興
味
を
も
っ
て
い
る
私
は
、

友
愛
山
荘
で
過
ご
し
た
二
カ
月

く
ら
い
は
、
本
当
に
良
い
勉
強

人
々
が
出
入
り
す
る
友
愛
山
荘

で
多
く
の
人
々
と
会
話
し
、
日

本
人
気
質
の
よ
う
な
も
の
も
理

解
さ
せ
る
の
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
、
当
方
で
相
談
の
結
果

山
荘
で
の
研
修
と
相
成
っ
た
。

研
修
中
、
彼
は
い
つ
も
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
　
管
理
人
や
ア
ル

バ
イ
ト
の
人
々
の
手
助
け
を

し
、
良
好
な
人
間
関
係
を
築
い

た
ば
か
り
で
な
く
、
交
流
し
た

人
達
か
ら
上
京
し
た
ら
来
宅
さ

れ
た
い
と
住
所
や
電
話
番
号
を

教
え
ら
れ
た
り
し
た
よ
う
だ
。

人
的
交
流
は
成
功
し
た
。
そ

の
上
、『
友
愛
理
解
の
た
め
に
』

を
は
じ
め
、
友
愛
関
係
の
書
物

に
つ
い
て
読
み
始
め
そ
れ
ら
を

ネ
パ
ー
ル
語
に
翻
訳
し
始
め
た

よ
う
だ
。

感
想
文
を
書
い
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
漢
字
を
多
用
し
た
自

筆
の
文
章
が
届
い
た
。
こ
れ
に

は
、
会
話
に
は
不
自
由
し
な
い

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
我
々
も

更
に
驚
か
さ
れ
た
。

「
友
愛
」
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
国

ネ
パ
ー
ル
に
移
植
さ
れ
る
可
能

性
が
膨
ら
ん
で
き
た
。

当
財
団
公
益
事
業
の
一
環
と

し
て
来
日
し
て
い
た
、
ネ
パ
ー

ル
か
ら
の
研
修
生
ヘ
マ
ン
タ
さ

ん
は
、
六
十
日
の
研
修
を
終
え

無
事
帰
国
し
た
。
帰
国
に
あ
た

っ
て
流
暢
な
日
本
語
で
、
滞
在

の
感
想
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ

た
。
こ
こ
に
原
文
の
ま
ま
ご
紹

介
し
た
い
。

課
程
独
歌
曲
コ
ー
ス
修
了
。
修

了
時
に
国
立
音
楽
大
学
大
学
院

研
究
奨
学
金
を
受
賞
。
大
学
卒

業
演
奏
会
、
大
学
院
新
人
演
奏

会
、
レ
イ
ン
ボ
ウ
二
十
一
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ビ
ュ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
等
に
出
演
。
二
〇
〇
九

年
「
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
室
内

楽
勉
強
会
」
に
て
白
井
光
子
氏

の
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
を
受
講
。

奥
野
恵
子
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）

尚
美
学
園
大
学
声
楽
コ
ー
ス

を
卒
業
。
東
京
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
＆
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ツ
尚
美
デ

ィ
プ
ロ
マ
コ
ー
ス
修
了
。
二
期

会
オ
ペ
ラ
研
修
所
五
二
期
マ
ス

タ
ー
ク
ラ
ス
を
修
了
。
修
了
時

に
優
秀
賞
を
受
賞
。
大
学
在
学

中
、
学
内
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
第
一
位
を
受
賞
。
原
田
泉
、

山
崎
岩
男
、
中
村
健
、
太
田
朋

子
の
各
氏
に
師
事
。
二
期
会
会

員
。

小
島
芙
美
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

国
立
音
楽
大
学
大
学
院
修
士

課
程
声
楽
専
攻
ド
イ
ツ
歌
曲
コ

ー
ス
修
了
。
二
〇
〇
九
年
一
〇

月
よ
り
一
年
間
、
ウ
ィ
ー
ン
国

立
音
楽
演
劇
大
学
リ
ー
ト
・
オ

ラ
ト
リ
オ
科
に
て
学
ぶ
。
こ
れ

ま
で
に
長
島
剛
子
、
板
倉
容
子
、

相
原
廣
美
、
Ａ
・
ハ
ー
ス
、

Ｃ
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
各
氏
に
師

事
。
現
在
、
国
立
音
楽
大
学
大

学
院
博
士
後
期
課
程
在
籍
中
。

樺
沢
わ
か
子
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
音
楽

学
部
卒
業
。
同
大
学
院
修
了
。

ブ
レ
ー
メ
ン
芸
術
大
学
に
交
換

留
学
生
と
し
て
在
籍
し
た
後
、

カ
ッ
セ
ル
音
楽
院
大
学
院
修

了
。
滞
独
中
、
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」

侍
女
役
「
偽
り
の
女
庭
師
」
ラ

ミ
ー
ロ
役
で
出
演
し
た
他
、
宗

教
曲
等
の
ソ
リ
ス
ト
を
務
め

た
。
日
本
声
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
会

員
。
東
京
室
内
歌
劇
場
会
員
。

（
掲
載
は
出
演
順
・
敬
称
略
）

井
上
詩
紀
さ
ん
（
学
生
の
部
）

相
島
百
子
さ
ん
（
学
生
の
部
）

奧
田
昌
世
さ
ん
（
一
般
の
部
）

榎
本
真
美
さ
ん
（
一
般
の
部
）

谷
垣
千
沙
さ
ん
（
一
般
の
部
）

觀
堂
恵
理
子
さ
ん
（
一
般
の
部
）

樺
沢
わ
か
子
さ
ん
（
一
般
の
部
）

小
島
芙
美
子
さ
ん
（
一
般
の
部
）

奥
野
恵
子
さ
ん
（
一
般
の
部
）

川
辺
茜
さ
ん
（
一
般
の
部
）

十
一
月
五
日
の
二
次
予
選
会
を
経
て
、
十
名
の
本
選
出
演
者
が

決
定
し
た
。
今
回
は
ソ
プ
ラ
ノ
・
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
と
女
声
ボ
イ
ス

の
競
演
と
な
っ
た
。
十
二
月
十
日
（
金
）
の
本
選
会
で
は
、
華
や

か
な
コ
ン
ク
ー
ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
を
ご
紹
介
し
、
本
選
会
出
演
者
の
健
闘
を
祈
り
た
い
。

本
選
会
は
四
時
三
〇
分
開
演
、
上
野
旧
奏
楽
堂
で
行
わ
れ
る
。

本
選
会
チ
ケ
ッ
ト
は
、
当
日
券
有
り
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
。

友愛の旗のもとで（右から二人目ヘマンタさん）
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◆
ボ
ー
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ボ
ー
と
い

う
ワ
イ
ン
の
宣
伝
広
告
が
い
つ
頃

か
ら
始
ま
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い

が
、
今
年
も
ま
た
ワ
イ
ン
の
季
節

に
な
っ
た
。
ひ
と
頃
は
、
初
売
前

店
頭
に
行
列
が
出
来
る
程
の
人
気

で
異
様
な
感
じ
も
し
た
ヌ
ー
ボ
ー

だ
が
、
最
近
は
価
格
も
下
が
り
往

年
の
威
勢
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ

れ
に
し
て
も
ワ
イ
ン
と
い
う
酒
は

蘊
蓄
が
多
く
、
何
の
為
に
ソ
ム
リ

エ
な
ど
と
い
う
資
格
が
あ
る
の
か

不
思
議
に
思
う
。
庶
民
に
と
っ
て

は
い
ず
れ
が
菖
蒲
か
杜
若
に
関
係

な
く
、
入
手
可
能
な
ワ
イ
ン
で
あ

れ
ば
自
分
の
舌
を
ソ
ム
リ
エ
と
信

じ
、
侃
々
諤
々
、
知
っ
た
か
ぶ
り

し
な
が
ら
一
献
傾
け
る
の
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
。
さ
て
、
今
宵
は
白

か
赤
か
。
国
産
ワ
イ
ン
で
乾
杯
と

い
こ
う
。

（
Ｋ
）

◆
海
外
か
ら
の
派
遣
員
と
共
に
広
島

平
和
記
念
資
料
館
を
視
察
し
た
。
訪

れ
る
度
に
気
に
掛
か
る
の
は
、
資
料

の
一
つ
一
つ
を
凝
視
し
事
の
悲
惨
さ

を
感
じ
取
ろ
う
と
し
て
い
る
見
学
者

が
、
日
本
人
よ
り
む
し
ろ
外
国
人
の

方
が
多
い
こ
と
だ
。
毎
年
八
月
に
な

れ
ば
決
ま
っ
て
テ
レ
ビ
で
「
原
爆
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
特
番
が
組
ま
れ

る
。
悲
惨
な
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い

為
に
も
重
要
な
こ
と
だ
。
た
だ
、
日

本
人
に
と
っ
て
「
原
爆
」
が
年
末
の

歌
合
戦
の
よ
う
な
年
中
行
事
と
な
っ

て
し
ま
い
、
被
爆
国
と
し
て
の
生
の

記
憶
が
空
洞
化
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
憂
慮
し
て
し
ま
う
。

(

G
O)

◆
あ
の
暑
さ
は
何
処
へ
い
っ
て
し

ま
っ
た
の
？
　
と
お
天
道
様
に
質

問
し
た
く
な
る
程
、
い
き
な
り
冬

の
様
子
。
冷
房
切
っ
た
ら
い
き
な

り
暖
房
で
、
機
器
も
ビ
ッ
ク
リ
し

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
年

も
あ
る
だ
ろ
う
、
永
い
年
月
に
は
。

同
様
に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
問

題
山
積
、
後
か
ら
後
か
ら
悩
み
が

や
っ
て
く
る
の
？
と
い
う
時
も
あ

り
、
順
風
満
帆
な
時
も
あ
る
。
悩

ん
で
い
る
時
が
成
長
の
時
と
言
わ

れ
た
の
で
、
当
分
悩
も
う
！
（
も
）

既
成
概
念
の
通
用
し
な
い
時

代
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
従
来

の
価
値
観
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

違
和
感
を
感
じ
て
い
る
人
々
も

少
な
く
な
い
。
そ
う
い
う
状
況

の
中
で
言
い
得
て
妙
、
多
く
の

人
々
の
胸
中
を
代
弁
し
つ
つ
時

代
の
先
を
見
据
え
て
い
る
の
が

本
書
の
特
徴
と
言
え
る
。

だ
だ
っ
広
い
野
に
既
成
概
念

の
箱
を
設
け
て
、
あ
な
た
は
こ

の
何
れ
か
の
箱
に
入
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
れ
ば
、
そ

の
何
れ
で
も
な
い
人
は
ど
の
箱

に
も
向
か
わ
な
い
で
あ
ろ
う
、

今
は
そ
う
い
う
時
代
状
況
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

資
本
主
義
で
な
く
社
会
主
義

で
も
な
い
新
し
い
社
会
の
在
り

方
を
著
者
は
本
書
を
通
じ
て
模

索
、
提
案
し
て
い
る
。
そ
の
新

し
い
社
会
の
在
り
方
、
概
念
を

友
愛
で
あ
る
と
し
、
著
者
は
そ

れ
を
お
互
い
が
成
立
で
き
る
よ

う
慮
る
「
互
立
主
義
」
で
あ
る

と
見
て
い
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
唱
え

ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
も
掲

げ
ら
れ
た
自
由
、
平
等
、
友
愛

は
普
遍
性
を
帯
び
た
概
念
で
あ

る
か
ら
時
代
を
超
え
て
今
日
に

て
も
尚
、
人
々
の
唱
え
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
著
者
は
そ
れ
を
正

義
と
し
、
全
て
の
人
々
が
現
実

の
社
会
に
生
き
て
い
く
た
め
の

指
標
で
あ
っ
た
と
し
、
ま
た
一

足
早
く
世
に
友
愛
を
説
い
た
ク

ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー

の
著
書
「
自
由
と
人
生
」
を
著

者
は
引
用
、
評
価
し
つ
つ
も
従

来
の
友
愛
に
よ
っ
て
人
間
社
会

を
改
善
し
よ
う
と
し
た
方
々
の

論
理
も
一
方
的
に
与
え
る
よ
う

な
愛
を
友
愛
と
し
て
捉
え
て
い

た
か
ら
餓
死
者
を
無
く
し
多
く

の
人
達
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
し
て
疑
問
を

投
げ
か
け
て
い
る
。
著
者
は
友

愛
に
つ
い
て
従
来
唱
え
ら
れ
て

い
た
友
愛
で
は
な
い
新
し
い
互

立
主
義
を
友
愛
と
定
め
て
新
し

い
時
代
の
在
り
方
を
模
索
し
て

い
る
と
言
え
る
。

著
者
の
視
点
で
は
資
本
主
義

は
友
愛
が
無
い
た
め
に
平
等
に

欠
け
る
。
自
分
だ
け
が
成
り
立

て
ば
よ
し
と
す
る
か
ら
少
数
の

富
者
と
多
数
の
貧
困
者
・
中
間

階
層
者
に
分
か
れ
、
そ
の
中
間

階
層
も
次
第
に
下
流
化
し
て
い

く
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
社
会
主

義
は
友
愛
が
無
い
た
め
に
自
由

に
欠
け
、
権
力
者
以
外
の
者
を

成
り
立
た
せ
ず
全
て
の
人
々
の

自
由
を
抑
制
し
た
う
え
に
人
民

の
経
済
的
な
平
等
ま
で
も
剥
奪

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
資
本

主
義
と
社
会
主
義
と

の
双
方
の
既
成
概
念

の
欠
陥
を
指
摘
し
つ

つ
そ
の
原
因
は
友
愛

が
無
い
た
め
と
す
る

著
者
の
視
点
か
ら
す

れ
ば
友
愛
と
は
「
自

由
と
平
等
」
を
備
え

た
概
念
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

友
愛
に
よ
る
「
自
由
と
平
等

を
守
る
互
立
主
義
」
の
社
会
は

少
数
ま
た
は
特
定
の
者
だ
け
を

成
り
立
た
せ
る
の
で
は
な
く
、

よ
り
多
く
の
人
々
が
自
由
・
平

等
で
お
互
い
が
成
り
立
つ
た
め

に
協
力
し
て
働
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
姿
で
あ
る
事
を
著
者
は

唱
え
て
い
る
。

市
場
経
済
社
会
で
は
、
一
生

懸
命
に
働
い
て
い
る
人
々
の
方

が
働
か
な
い
金
持
ち
よ
り
も
む

し
ろ
不
幸
に
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
市
場
・
計
画
の
両
経
済
社
会

で
は
実
質
的
で
な
い
働
き
を
錯

覚
し
て
働
い
て
い
る
と
思
い
込

み
、
生
産
を
減
少
さ
せ
搾
取
に

つ
な
が
る
よ
う
な
供
給
に
も
従

わ
せ
て
い
た
点
を
指
摘
し
て
い

る
著
者
の
眼
力
は
鋭
い
。

長
い
間
、
多
く
の
人
々
が

「
自
由
・
平
等
・
博
愛
」
を
普

遍
的
な
概
念
と
し
て
唱
え
て
き

た
が
、
そ
の
博
愛
つ
ま
り
は
友

愛
を
従
来
の
先
人
達
が
提
唱
し

た
友
愛
で
は
な
く
、
新
し
い
互

立
主
義
に
則
っ
た
友
愛
と
し
て

資
本
主
義
で
も
社
会
主
義
で
も

な
い
新
た
な
時
代
の
指
針
と
し

て
投
げ
か
け
て
い
る
本
書
は
私

達
に
新
た
な
道
標
を
示
唆
し
て

い
る
と
言
え
る
。

木
村
正
治

(

鳩
山
友
愛
塾
修
了
生
）

書評欄「友愛ほんだな」へのご投稿をお待ち申し上げており
ます。『友愛』読者に紹介したい本がありましたら、是非本欄
をご活用いただき、本の紹介をお願いたします。

り
ま
す
。

国
で
、
日
本
語
と
日
本
文
化

を
学
ん
で
来
ま
し
た
か
ら
、
こ

こ
で
暮
ら
す
こ
と
と
日
本
人
の

こ
と
を
理
解
す
る
の
は
、
そ
ん

な
に
難
し
く
な
か
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

最
初
の
こ
ろ
友
愛
山
荘
は
、

ず
っ
と
お
客
様
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
、
本
当
に
忙
し
そ
う
な

よ
う
す
で
し
た
。
こ
こ
で
お
仕

事
し
て
い
る
お
母
さ
ん
達
は
、

こ
こ
の
仕
事
は
戦
争
と
い
い
な

が
ら
仕
事
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
、
ネ
パ
ー
ル
で
見
て

い
な
か
っ
た
、
七
十
歳
上
の
お

母
さ
ん
達
の
、
働
き
方
、
進
ん

で
お
仕
事
す
る
姿
を
見
て
本
当

に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

毎
日
毎
日
お
客
様
が
き
て
、

帰
っ
て
ま
た
来
て
と
い
う
忙
し

さ
を
見
て
、
私
は
お
母
さ
ん
た

ち
の
お
仕
事
を
お
手
伝
い
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

達
と
い
っ
し
ょ
に
お
仕
事
す
る

こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
日

本
人
の
お
母
さ
ん
達
の
仕
事
の

や
り
方
や
、
人
柄
や
、
日
本
の

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
た
け
べ
（
武
部
）

さ
ん
と
、
日
本
人
青
年
の
岩
崎

さ
ん
と
一
緒
に
働
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
で
日
本
語
を
勉
強

し
た
時
、
先
生
か
ら
日
本
人
の

お
仕
事
の
や
り
方
の
説
明
を
き

い
て
、
日
本
人
は
働
き
バ
チ
で

し
ょ
う
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
へ
来
て
お
母
さ

ん
達
と
日
本
人
の
働
き
方
を
見

る
と
、
ほ
ん
と
に
日
本
人
は
よ

く
お
仕
事
す
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

友
愛
山
荘
の
一
日
の
お
仕
事

を
紹
介
し
ま
す
。
朝
六
時
三
十

分
ご
ろ
、
食
堂
か
ら
始
め
ま
す
。

食
堂
へ
行
く
と
い
つ
も
朝
早
く

か
ら
お
仕
事
を
や
っ
て
い
る
、

お
じ
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
た
け

べ
（
武
部
）
さ
ん
が
、
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
に
、
お
料
理
を

作
っ
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
か
ら
盛
り
つ
け
た
食

事
を
つ
く
え
の
上
に
の
せ
た

り
、
お
客
様
に
お
茶
と
ご
飯
の

用
意
を
し
た
後
、
私
達
み
ん
な

同
じ
家
族
み
た
い
に
、
一
緒
に

朝
ご
飯
を
食
べ
ま
す
。
部
屋
の

掃
除
し
た
り
、
新
し
い
シ
ー
ツ

や
カ
バ
ー
な
ど
を
取
り
替
え
た

り
し
ま
す
。
お
母
さ
ん
達
か
ら

も
ら
っ
た
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や

飴
を
食
べ
な
が
ら
、
一
緒
に
楽

し
く
や
り
ま
し
た
。
十
二
時
半

に
な
る
と
お
母
さ
ん
の
た
け
べ

（
武
部
）
さ
ん
の
お
昼
だ
よ
と

い
う
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

一
緒
に
お
昼
を
食
べ
て
、
バ

イ
ト
の
お
母
さ
ん
か
ら
持
っ
て

来
た
、
お
か
し
を
食
べ
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
お
話
を
し
ま
す
。
そ

れ
か
ら
み
な
さ
ん
残
っ
た
仕
事

を
は
じ
め
ま
す
。
仕
事
が
終
わ

る
と
、
休
む
時
間
に
な
り
ま
す
。

そ
の
時
、
私
は
勉
強
し
た
り
、

時
々
昼
寝
し
た
り
、
自
転
車
で

あ
っ
ち
こ
っ
ち
へ
行
っ
た
り
し

ま
し
た
。
お
風
呂
を
た
め
る
こ

と
も
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
お

客
様
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

時
、
夕
食
の
盛
り
付
け
の
手
伝

い
も
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
山
荘
の
一
日
が

過
ご
し
ま
し
た
が
、
一
日
の
お

仕
事
が
終
わ
る
と
、
お
母
さ
ん

た
ち
は
お
風
呂
に
入
っ
た
り
、

ゆ
っ
く
り
し
ま
す
。
私
は
、
お

母
さ
ん
達
と
い
ろ
い
ろ
お
話
し

た
り
、
時
々
お
母
さ
ん
の
中
山

さ
ん
と
一
緒
に
酒
を
飲
ん
だ
り

し
ま
し
た
。
い
つ
も
こ
ん
な
忙

し
い
日
だ
け
過
ご
し
た
訳
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
夏
休
み
が

終
わ
る
と
、
お
客
様
も
少
な
く

な
っ
て
、
ひ
ま
な
日
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
私
は
『
友
愛
理
解

の
た
め
に
』
の
本
を
読
ん
だ
り
、

友
愛
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ネ
パ

ー
ル
語
に
翻
訳
し
た
り
、
自
転

車
で
散
歩
に
行
っ
た
り
、
パ
ソ

コ
ン
で
遊
ん
だ
り
し
て
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

友
愛
山
荘
へ
い
る
間
、
い
ろ

い
ろ
な
お
客
様
と
会
う
こ
と
は

私
の
た
め
に
な
に
よ
り
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

団
体
の
お
客
様
と
学
生
さ
ん
達

と
音
楽
家
の
お
客
様
達
と
、
つ

ぎ
つ
ぎ
に
お
会
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
音
楽
が
好
き
な

私
は
、
こ
こ
で
欧
米
の
オ
ペ
ラ

や
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
や
、
ド

イ
ツ
語
と
日
本
語
の
歌
の
す
ば

ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
興
味
を
持

っ
て
い
る
私
は
、
こ
こ
で
ネ
パ

ー
ル
に
七
年
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
日
本
人
で
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
ナ
ム
ギ
ャ
ル
・
ツ
オ
ク
パ
と

い
う
お
坊
さ
ん
と
お
会
い
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
二
カ
月
ぶ
り

に
ネ
パ
ー
ル
語
で
お
話
し
て
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
お

別
れ
の
時
も
そ
の
先
生
か
ら
ネ

パ
ー
ル
語
で
「
ペ
リ
ペ
ト
ウ
ラ

（
ま
た
会
い
ま
し
よ
う
）。
が
ん

ば
っ
て
ね
」
と
や
さ
し
く
お
っ

し
ゃ
っ
た
言
葉
で
、
も
っ
と
力

強
く
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
前
か
ら
名
前
を
聞
い

た
東
京
大
学
や
、
わ
せ
だ
（
早

稲
田
）
大
学
の
よ
う
な
大
学
の

学
生
達
や
先
生
方
と
お
逢
い
で

き
て
、
少
し
お
話
で
き
て
、
本

当
に
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
の
先
生
方
か
ら
、
や
さ
し

く
、
が
ん
ば
っ
て
ネ
、
体
に
気

を
つ
け
て
ネ
、
日
本
で
い
ろ
い

ろ
い
っ
ぱ
い
、
い
い
思
い
出
を

つ
く
っ
て
国
へ
帰
っ
て
ネ
、
と

や
さ
し
く
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と

は
、
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
お
客
様
か
ら
も
、
私

と
国
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や

さ
し
く
聞
い
て
、
東
京
の
方
へ

来
た
ら
、
私
の
家
に
来
て
ネ
と

か
、
や
さ
し
く
さ
れ
た
お
客
様

と
お
会
い
で
き
て
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

本
当
に
い
ろ
い
ろ
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

友
愛
山
荘
で
過
ご
し
た
時
間

は
、
お
仕
事
の
や
り
方
や
、
日

本
語
や
日
本
文
化
の
勉
強
だ
け

で
な
く
、
今
ま
で
見
て
い
な
か

っ
た
日
本
と
外
国
の
こ
と
を
学

ぶ
す
ば
ら
し
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
経

験
の
機
会
を
紹
介
し
て
い
た
だ

い
た
鶴
巻
先
生
と
、
保
証
人
の

三
谷
友
子
さ
ん
に
心
の
底
か
ら

感
謝
し
た
い
で
す
。

こ
こ
に
い
る
間
わ
か
ら
な
い

こ
と
を
て
い
ね
い
に
教
え
て
も

ら
っ
た
、
お
母
さ
ん
の
か
め
だ

（
亀
田
）
さ
ん
と
、
い
つ
も
お

い
し
い
料
理
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
い
た
お
じ
さ
ん
と
お
母
さ
ん

の
た
け
べ
（
武
部
）
さ
ん
と
、

い
つ
も
い
ろ
い
ろ
ご
ち
そ
う
に

な
っ
た
り
、
楽
し
く
お
仕
事
し

た
り
す
る
お
母
さ
ん
の
中
山
さ

ん
と
、
松
井
お
母
さ
ん
に
も
い

ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
と
お
伝
え
し
た
い
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

原
文
ま
ま
掲
載
。（
）
は
編

集
部
注
記
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